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２話 素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

の出雲
い ず も

降
く だ

り 

 素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

は出雲
い づ も

に降
くだ

って八岐
や ま た

の大蛇
お ろ ち

を退
たい

治
ぢ

し、天群
あめのむら

雲
くもの

剣
つるぎ

を得
え

られた。 

素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

の武勇伝
ぶゆうでん

 

  こうして高天原
たかまのはら

を逐
お

い出
だ

されてみますと、さすがにご気性
きしょう

の勇
いさ

ましい素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

も、今
いま

更
さら

のように

これまでの悪 行
あくぎょう

が思い出されて後悔
こうかい

なさいました。 しかし、どうしようもなかったので、どこを宛
あ

て

ともなく、ただ独
ひと

り、とぼとぼと旅
たび

を続
つづ

けておられるうちに、出雲
いづも

（今の島根県）の簸川
ひのかわ

（今の斐伊
ひ い

川）

の川上
かわかみ

に出られた。 四辺
あ た

りには人
ひと

の気
け

もなく、しいんとしている。 さて、これからどちらに行ったも

のかとぼんやりと水
みづ

の流
なが

れを眺
なが

めながら思案
しあん

されていると、その目の前へ、箸
はし

が一本流れて来ました。 さ

てはこの川上に住む者があると見える。 ともかくも其処
そ こ

まで行
い

ってみようと、尊は更
さら

にまた川上
かわかみ

を指
さ

し

てお進
すす

みになった。 

  ところが、しばらく行かれた時に、尊は不思議
ふ し ぎ

な光景
こうけい

をご覧
らん

になった。 見
み

たところ、そう賎
いや

しくもな

さそうな老人
ろうじん

と老婆
ろうば

が一人
ひとり

の少 女
しょうじょ

を中
なか

に置
お

いて泣
な

いているのです。 尊はどうした事
こと

かと思
おぼ

し召
め

して、

「お前
まえ

たちは誰
だれ

か？」とお尋
たづ

ねになると、その老人が、「 私
わたし

どもは永
なが

くこの国
くに

に住
す

んでおります者
もの

で、私

の名
な

は足名椎
あしなづち

、妻の名は手名椎
て な づ ち

、娘の名は櫛
くし

名田
な だ

姫
ひめ

と申
もう

します」と申し上
あ

げた。  

「それで、どうして泣いているのか？」と重
かさ

ねてお尋ねになると、「私の娘はもと８人ありましたが、八岐
やまた

の大蛇
おろち

が毎年
まいとし

出
で

て来
き

て食
た

べるのでございます。 既
すで

に 7 人は取
と

られて、残
のこ

るはこの姫
ひめ

一人でありますが、

今
いま

が丁度
ちょうど

その出てくる時ですから、それが悲
かな

しくて泣くのでございます」と申し上げた。  

「その大蛇
おろち

の 形
かたち

はどんなか？」と続
つづ

けて尊がお尋ねになると、「 目
め

はほおづきのように赤
あか

く、 体
からだ

は

ひとつですが、 頭
あたま

も八
やっ

つ、尾
お

も八つで、また、その体には、苔
こけ

がむして、杉
すぎ

や 桧
ひのき

が生
お

い茂
しげ

り、長
なが

さは八

つの山
やま

、八つの谷
たに

に這
は

いひろがるほどもありまして、その腹
はら

はと見れば、いつも一面
いちめん

に血
ち

が爛
ただ

れているの

でございます 」と震
ふる

え震えその恐
おそ

ろしい 姿
すがた

を申し上げた。 

大蛇
おろち

退治
たいじ

 

  素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

は例
れい

の勇
いさ

ましいご気性
きしょう

のことですから、この説明
せつめい

を聞
き

かれるうちから、早
はや

くもたまらな

く武者震
むしゃぶる

いがして来
き

て、こいつはひとつ、大蛇
おろち

の奴
やつ

を退
たい

治
じ

して、かわいそうな三人の者を災難
さいなん

から救
すく

って

やろう、と決心
けっしん

をされました。  

それには計 略
けいりゃく

を用
もち

いることにしようと思
おぼ

し召
め

して、老人夫婦
ふうふ

に、大蛇
おろち

は 私
わたし

が退治してやるから、お

前たちは先
ま

づ酒
さけ

をどっさり造
つく

りなさい。  そして家
いえ

の周
まわ

りに垣
かき

を結
ゆ

いめぐらして、その垣には八つの門
もん

を

設けて、その門毎
ごと

に桟敷
さじき

を作
つく

って、その桟敷ごとに酒槽
さけぶね

を置
お

き、その酒槽
さけぶね

にはなみなみと酒を満
み

たして置
お

け、とお命
めい

じになった。 

  老人夫婦
ふうふ

は大 喜
よろこ

びで、急
いそ

いで尊のお言葉
ことば

通
 とお

りに用意
ようい

をして待
ま

っていた。  やがて北
きた

の方
ほう

の空
そら

に真
ま

っ

黒
くろ

な群
むら

雲
くも

がむくむくと湧
わ

き出したかと思うと、物凄
ものすご

い風
かぜ

の音
おと

とともに八岐
やまた

の大蛇
おろち

がやって来ました。 
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 その 姿
すがた

の恐
おそ

ろしさはまことに老人が言った通
とお

りでしたが、尊はびくともなさらず、物陰
ものかげ

に隠れて様

子を 窺
うかが

っておいでになります。 大蛇
おろち

は垣の傍
そば

まで来ますと、うまそうな酒の香
かお

りがぷんぷんとしている

ので、早くもそれに気
き

を取
と

られて、八つの 頭
あたま

を八つの酒槽
さけぶね

に突
つ

き込
こ

んで飲
の

みはじめた。  そして八つの

酒槽
さけぶね

の酒を一
ひと

滴
てき

も残さずに飲みつくすと、さすがの大蛇
おろち

もすっかり酔
よ

って、そこに倒
たお

れてそのまま寝
ね

てし

まいました。 

天 叢 雲
あめのむらくも

の 剣
つるぎ

 

  その時、素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

は腰
こし

の十
と

拳
つか

の 剣
つるぎ

を抜
ぬ

いて、苦
く

もなくその大蛇
おろち

を切
き

り殺
ころ

されました。 簸川
ひのかわ

が血
ち

の川となって流れたといいますから、如何
い か

にその大蛇
おろち

の血が沢山
たくさん

であったかは容易
ようい

に想像
そうぞう

されます。 

 尊はなおもそれをずたずたに切
き

り裂
さ

かれたが、中
なか

の尾
お

まで行った時に、カチリと音
おと

がして、御 剣
つるぎ

の刃
は

が欠
か

けた。  不思議におぼしめして、更
さら

に御剣の先で刺
さ

し裂いてご覧
らん

になると、中から先
さき

のつぼまった一振
ふ

りの 剣
つるぎ

が出て来ました。 一点
てん

の曇
くも

りも無く明
めい 

晃々
こうこう

としています。  

石
いし

にも鉄
てつ

にも嘗
かつ

て欠
か

けたことが無
な

い尊の十
と

拳
つか

の剣の刃
は

が欠
か

けたところを見ますと、これは余程
よほど

の名剣
めいけん

に違いない、 貴
とうと

いものである。 自分の物
もの

になどしておいては勿体
もったい

ないと、そこで尊は、高天原の天照大

神のお手許
てもと

へそれを差
さ

し上
あ

げた。 これがいわゆる天 叢 雲
あめのむらくも

の 剣
つるぎ

でありまして、後に三種
しゅ

の神器
じんぎ

の一つと

なった寶
ほう

剣
けん

です。 天
あめ

の叢雲
むらくも

という名は、大蛇
おろち

の棲
す

んでいたところにはいつも群
むら

雲
くも

が立
た

ちこめていたとい

うので、付
つ

けられたのです。 

   こうして恐ろしい大蛇
おろち

の退治
たいぢ

が済
す

むと、素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

は櫛
くし

名田
な だ

姫
ひめ

を 妃
きさき

とされ、御殿
ごてん

を出雲の須賀
す が

とい

う 処
ところ

にお造
つく

りになって、永
なが

くお住
す

まいになり、その地方
ちほう

の悪者
わるもの

どもを打
う

ち平
たい

らげて人々の為
ため

をはかられ

た。 後
のち

には朝 鮮
ちょうせん

にも渡
わた

られたりして、その南部
なんぶ

地方をもご支配
しはい

になりました。 

 

  ( 第２話  素戔嗚
す さ の を

尊
 のみこと

の出雲
い づ も

降
くだ

り 終わり。  

次は前頁に戻り、 第３話 大国主
おおくにぬし

命
 のみこと

のお国
くに

譲
ゆづ

り へ)  


